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令和 7年度佐賀工業高校×盲学校教育連携プロジェクト成果発表・贈呈式を開催します 

〜3Dモデリングと生成AIを活用し、視覚障害者の学びを豊かにする教材・ツールを共同製作〜 

 

佐賀工業高等学校（機械科 課題研究 3D プリンタ研究班）と盲学校は、互いの教育資源を有

効活用し、3D モデリング技術を通じて視覚障害のある幼児・児童・生徒の学校生活を豊かにする

ための教育連携プロジェクトに取り組んでいます。 

この取組は、3D プリンタ導入を契機に、佐賀工業高校へモデリングデータの作成依頼をしたこ

とからスタートしました。単なる技術提供にとどまらず、生徒同士の深い交流や生成AI等の活用な

ど、実践的かつ先進的な取り組みを行いました。 

そこで、下記のとおり本プロジェクトの成果発表及び製作物の贈呈式を開催しますのでお知らせ

いたします。 

  

記 

 

1. 開催日時  令和８年３月１７日（火曜日） １５時３０分〜１６時００分  

2. 会 場    佐賀県立盲学校 寄宿舎プレイルーム（佐賀市天祐１丁目５−２９）  

3. 参加者    佐賀工業高等学校 機械科 課題研究 ３Ｄプリンタ研究班（生徒２名）  

           佐賀県立盲学校・佐賀工業高等学校 関係者 

4. 内 容 

○佐賀工業高等学校による成果発表（プロジェクトの経緯と 3Dモデリング製作過程の解説） 

○製作物贈呈式 

5. 本プロジェクトの目的 

◯盲学校の幼児・児童・生徒が、佐賀工業高校生徒との交流、そして、作成した教材やツール

を活用することで、学習の幅を広げ、学校生活をより豊かなものにすること。 

◯佐賀工業高校の生徒が、盲学校の児童生徒のニーズに応じたモデリングを行うことで、3D

モデリングの技術力を向上させるだけでなく、他者の視点に立ち、社会に貢献する姿勢を

育むこと。 

 

【報道関係の皆様へのお願い】 

  取材いただける場合は、事前に本校教頭（池田隆博）までご連絡ください。  

令和８年（2026年）３月 12日 

佐賀県立盲学校 

担当者 池田隆博（教頭）、山口祟 

電 話：０９５２-２３-４６７２ 

ＦＡＸ：０９５２-２５-７０４４ 

E-mail：mougakkou@pref.saga.lg.jp 

PRESS RELEASE 
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【参考】 製作物について 

３Ｄプリンタのモデリングデータを佐賀工業高等学校で作成し、盲学校の３Ｄプリンタで出力して

制作しています。実際に出力したものは以下のとおりです。 

 

・スマホスタンド（全盲の生徒でもスマホで簡単に位置合わせができ、撮影できるスタンド。カメ

ラアプリによる書類の音声読み上げを可能にするためのスタンド） 

・動物（立体教材） 

・じゃんけんの手の形（幼児・児童を対象に、じゃんけんの手の形を理解させるための立体教材） 

・キーボードカバー（点字の６点入力におけるミス入力を防ぐためのカバー） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（写真１） 視覚に頼らず、手のひらの感覚で全体像や形の違いを理解するための立体教材 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（写真２) パソコンの点字入力や特定のキー操作をサポートするための専用キーボードカバー 

 


